〈研究ノート〉杜甫「兵車行」における「耶孃妻子」について by 大橋 賢一 & OHASHI Kenichi
杜甫「兵車行」における「耶孃妻子」について
著者 大橋 賢一







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































意 味 す る よ う な成
語的性格を帯び
た語旬なのであって、
恐らくこうしたことが感じられたか
らこそ、
「父
、
母、
妻、
子」と解
釈するのが
一般
的となっ
ているのであろう。
まとめ
「耶娘妻子」が用いられているのは
「兵車行」
の冒
頭の
兵士を見
送る
場面
であった。
松浦論文の言う
ように、
彼ら
を見
送る家
族の
中に子供
がいないとなると、
跡継
ぎがいな
いまま出
征することになり、
そのことが
更
に従
軍
の悲
劇性
を増
すことにもなろう。
ただ
幼子
を残して従
軍することも、
先にあげた
劉漠
「征
夫詞
」に
代表される
ように、
跡継
ぎが
成長するの
を見
届け
ているわけではないのだから、
従軍
の
悲劇性
が失われるわけではあるまい。
川合
康
三『
杜
甫』
六八頁
（
岩波
書店
、
一―0
1―
一 年
）で
は、
漢代
以降
の従
軍 兵 を
見
送る
詩では、
兵士と兵士
を見
送
る妻
の悲
哀については言及されるが、
逆に
「 兵
車行
」では同
居
する家
族全
体がぞろぞろでてくることが
珍し
いことを指摘
した上で、
行役の
悲哀は兵士、
あるいはせい
ぜい、
のこされた
妻
を含めてうたうのが類
型であったのから
脱して、
家族
全
体の
悲哀
という
新たなかたちが
打ち
出されて る。
と述べている。
かかる意味においても、「耶娘妻子」は父、
母 、
妻、
子11
家
族全
体と解する
方が、「兵車行」
における
杜甫の
新たな
工夫が、
より
鮮
明に
浮き出てくる
ように思わ
れる。
また、
松浦論文の指摘通り、
子供が父を見
送る
詩が一
般
的ではないこと
を
踏まえると、「兵車行」
は子供
を含
め家
族全体で見
送る
という点において、
従来の
常套
的表
現から
逸脱すると認められる。
このことは
逆に「兵 車行」
の新
た
な楽府としての
魅力にも
繋が
っているのではなかろうか。
周知
の通り
「 兵
車行
」は
、
宋 、
郭茂俯
『楽府詩集』
巻九
一、
新楽府辞に見える
ように
伝統的な
楽府
題に
よるもので
はなく、
杜甫の
創作した
新しい
楽府
題であった。
前掲
吉川
『 杜
甫詩
注』
――
10頁
に
よれば、
唐代
の戦
争
の主力は
騎
兵
であって兵
車に
よる
戦
が稀
だったの
に、
房朗
が安禄
山軍
に
敗れ
たことに
よって
兵車が用いられることになったという。
つまり「
兵車行」
とい
う詩
題には、
漢
代以
来の楽府の
伝統
を継承しながらも、
その
枠組
みには収まり
切らない、
唐と
いう時
代そのものを
歌おうという思い
託され
ていると考
えられる。
中唐
の
元棋
は「楽府古
題序」
（ 『
元棋
集』
巻二
三
、中
華書
局 、
一
九八
二年
）
において、
従来の楽府に言及しつつ、
唐
代においては
「 兵
車行」を含めた
杜甫の楽府をとりあげ、
次の
ように述べる。近代
唯詩人
杜甫
悲陳陶
、
哀江
頭、
兵車、
麗人
等、
凡所
、、、、
歌行、
率皆
即事名篇、
無復
俺傍
。
予少時
与友
人楽天、
李
公垂輩
、
謂是
為当
、
遂不
復擬賦古
題。
( 106) 
注
(l)
『先秦漠魏晋南北朝詩』
中華書局
、
近代は唯だ
詩人杜甫のみは「悲
陳陶」
、「
哀江頭」
、
車」
、「
麗人」等、
凡そ歌行とする所、
率ね
皆事に
即して
篇に
名づ
け、
復た椅傍する無し。
予少
き時
友人の楽
たお
も
なぞら
天、
李公垂
の輩と、
是れ当為りと謂い、
遂に復た擬えて
古題を賦さず。元積
は、
新た
な楽府題に
よって作品を作ろうという杜甫
の工
夫に着
目し、
楽府
史の系譜上に杜甫の「兵車
行」など
を置
く
だけでな
く、
これらの作品が実際の事柄に則して作
ろうとしたものであることをも
強調し
ている。
元積がこの
ように判断 ているのは、
やはり、
杜甫の楽府には、
唐代
の現
実を反映しようとする意図があったことを認めたから
に違いない。
元稲のいうように、
伝統的な枠組み
にとらわ
れることのない
新たな表現を
生み出そうという思いが「兵
車行」という、
杜甫自身が命名した題
目に表れているとい
えよう。
こうしたことを踏まえると、
新たな表現を切り開
こうとし
た杜甫の創
意工
夫の一端が
、「耶娘
妻子」にも表
れているように思わ のである。
一九
八三年
。
以下特
「兵
にこと
わらな
い
限り
六朝以前
の詩は当
該
書により
、
『全某
詩』
と時
代を記
載
する
こと
とする
。
(2)
以下に該
当す
る例
の一
聯と詩
題を
あげ
ておく
。
「妻子山
中哭向天、
須公梱上
追風磨
」
（「
徒歩帰行」
『詳注』
巻五）
．
「経年
至茅屋
、
妻子
衣百結」
（「
北征」
『詳注』
巻五）
・
「笑為
妻子累
、
甘与歳時遷」
」
（「
寄岳州買司馬六丈
巴州
厳八
使君
両閣老五
十韻」
『詳注』
巻八）
・
「歎息
謂妻子、
我何瞳汝曹」
（「
飛仙閣」
『詳注』
巻九）
・
「郁看妻子愁
何在、
漫捲詩書喜
欲狂」
（「
聞官軍収河南河北」
『詳注
』巻
―
-）・「
群盗相隋
劇虎狼
、
食人更肯留妻子」
（「三絶
旬・其一
」
『詳注』
巻一
四）
・
「妻子亦何人、
丹砂負前諾」
（「
昔遊」
『詳注』
巻二O
)
·
「未能割妻
子
、
卜宅
近前峰」
（「
謁真諦寺禅師」
『詳注』
巻二
0)
。
(3)
例えば拙
稿
「杜
詩に
おける
「喫」
について
」
（『
杜詩教材
研究論叢』
三号
、
二0
―
二年
）
は、
杜詩
にお
いて
「食」
と
「喫」
が区別さ
れ、
白話的
「喫」
が効果的に使
われ
ている
こと
を示
唆する。
(4)
『太平御覧』
巻四八三
に引く
「怨
瞭思
惟歌」
（『
全漢
詩』
巻―
-）
の末尾に
「父母
妻子、
道理悠長
。
嗚呼哀
哉、
憂心
側傷」
とみ
え
るが、
『芸文類緊』
巻三
0などは
「父母妻子
」
を「
父分
母分」
に作る
。
なお
、
杜甫
より
後のも
の
ではある
が、
「耶娘妻子
」
と語
の構
成が
共
通し
ている
例と
して
白居
易「
長恨歌」
（『
全唐詩』
巻四三
五）
の
「姉妹兄弟皆列士
、
可憐光彩生
門戸
」
をあ
げる
こと
が
できる
。
( 107) 
（北海道教育大学旭川校）
(5)
杜詩
の
「東西南北」
につい
ては
、
向島成美
「東西南北
の
人」
（『
漢
詩のこ
とば』
大修館書店
、
一九
九八年
）、
後藤秋
正「
「東西南
北の
人に
ついて
」
杜甫
と高
適
の酬
和詩を中
心
として
」
（『
東西南北
の人
杜甫
の詩と詩
語』
研文出版、
ニ
0-
―年
）
に言
及
がある
。
(6)
小野忍
／小山
正孝
『唐代詩集』
（上）
（平
凡社、
一九
六九
年）
は
「父も母も妻も子も
」
と訳し、
黒川洋
一
『杜甫詩選』
（岩波文庫
、
一九
九一
年
）
は
「お
と
っつ
あん
もお
っ
かさん
も妻も子も
」
と訳
している
。
(7)
英語
訳で
いえ
ば、
例えば
Du
Fu 
A 
lif
e 
i n 
poetry 
by 
Davi
d 
Yo
ung
,Alfred 
A 
Knopf 
2008
は
ご"pa
ren
ts
, 
wives
,and 
children"
と訳
している
。
現代中国語訳
では、
梁緊江
『杜甫
詩選』
（三
聯書店
、
一
九八五年
）
の耶
嬢二旬
の注に
「落嬢
妻兒走着相送」
とみえる
。
( 108) 
